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国 際
こくさい

都市
と し

推 進
すいしん

きたかみ市民
しみん

会議
かいぎ

会 則
かいそく

 

 （ 名 称
めいしょう

） 

第
だい

１ 条
じょう

 この会
かい

は、国 際
こくさい

都市
と し

推 進
すいしん

きたかみ市民
しみん

会議
かいぎ

（以下
い か

「市民
しみん

会議
かいぎ

」という。）と 称
しょう

する。 

 （目 的
もくてき

） 

第
だい

２ 条
じょう

 市民
しみん

会議
かいぎ

は、北上市
きたかみし

が国 籍
こくせき

や民 族
みんぞく

を問
と

わず、誰
だれ

にもやさしく、暮
く

らしやすく、そして、 訪
おとず

れても快 適
かいてき

な多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

の国 際
こくさい

都市
と し

に 成 長
せいちょう

していくため、地域
ちいき

の国際化
こくさいか

推 進
すいしん

方 針
ほうしん

を定
さだ

め、

市民
しみん

や各 種
かくしゅ

団 体
だんたい

等
とう

が 情 報
じょうほう

を 共 有
きょうゆう

・連 携
れんけい

しながら、 協 働
きょうどう

でその実 現
じつげん

に向
む

け活 動
かつどう

を展 開
てんかい

す

ることを目 的
もくてき

とする。 

 （事 業
じぎょう

） 

第
だい

３ 条
じょう

 市民
しみん

会議
かいぎ

は、 前 条
ぜんじょう

の目 的
もくてき

を達 成
たっせい

するため次
つぎ

に掲
かか

げる事務
じ む

及
およ

び事 業
じぎょう

を 行
おこな

う。 

 (1) 国 際
こくさい

都市
と し

推 進
すいしん

のための 目 標
もくひょう

、方 針
ほうしん

及び
および

計 画
けいかく

を定
さだ

め、推 進
すいしん

する。 

(2) 国 際
こくさい

都市
と し

推 進
すいしん

のための地域
ちいき

づくりについて普 及
ふきゅう

及
およ

び啓 発
けいはつ

を 行
おこな

う。 

 (3) 国 際
こくさい

都市
と し

推 進
すいしん

のために 行 政
ぎょうせい

関 係
かんけい

、 各 種
かくしゅ

団 体
だんたい

及
およ

び 企 業
きぎょう

等
とう

への 協 力
きょうりょく

要 請
ようせい

、 連 絡
れんらく

調 整
ちょうせい

を 行
おこな

う。 

 (4) 国 際
こくさい

都市
と し

推 進
すいしん

のために北上市
きたかみし

の歴史
れきし

、文化
ぶんか

や風土
ふうど

など、郷 土
きょうど

理解
りかい

を高
たか

める事 業
じぎょう

を推 進
すいしん

する。 

(5) その他
ほか

国 際
こくさい

都市
と し

推 進
すいしん

に必 要
ひつよう

な事項
じこう

を 行
おこな

う。 

 （組織
そしき

） 

第
だい

４ 条
じょう

 市民
しみん

会議
かいぎ

は、目 的
もくてき

に賛 同
さんどう

する団 体
だんたい

及
およ

び 会 長
かいちょう

が指名
しめい

した個人
こじん

をもって組織
そしき

する。 

 （事務局
じむきょく

） 

第
だい

５ 条
じょう

 市民
しみん

会議
かいぎ

に事務局
じむきょく

を置
お

く。 

２ 事務局
じむきょく

は、北上市
きたかみし

国 際
こくさい

交 流
こうりゅう

ルーム内
ない

に置
お

き、同
どう

ルーム及
およ

び北上市
きたかみし

まちづくり部
ぶ

生 涯
しょうがい

学 習
がくしゅう

文化課
ぶんかか

の 職 員
しょくいん

をもって充
あ

てる。 

 （役 員
やくいん

） 

第
だい

６ 条
じょう

 市民
しみん

会議
かいぎ

に次
つぎ

の役 員
やくいん

を置
お

く。 

(1) 会
かい

 長
ちょう

   １人
ひとり

 

(2) 副 会 長
ふくかいちょう

   ２人
ふたり

 

(3) 常 務
じょうむ

理事
り じ

  １人
ひとり

 

(4) 理
り

 事
じ

   15人
にん

以内
いない

 

(5) 監
かん

 事
こと

   ２人
ふたり

 

２ 会 長
かいちょう

及
およ

び 副 会 長
ふくかいちょう

は、会議
かいぎ

において選 任
せんにん

する。 

３ 会 長
かいちょう

は、会務
かいむ

を掌 理
しょうり

する。 

４ 副 会 長
ふくかいちょう

は、 会 長
かいちょう

を補佐
ほ さ

し、 会 長
かいちょう

に事故
じ こ

があるとき又
また

は 会 長
かいちょう

が欠
か

けたときは、その職 務
しょくむ

を

代理
だいり

する。 
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５ 常 務
じょうむ

理事
り じ

は、第
だい

９ 条
じょう

第
だい

３項
こう

第
だい

１号
ごう

の幹事
かんじ

長
ちょう

を務
つと

め、具体的
ぐたいてき

な事 業
じぎょう

推 進
すいしん

にあたる。 

６ 理事
り じ

は、目 的
もくてき

に賛 同
さんどう

する団 体
だんたい

及
およ

び 会 長
かいちょう

が指名
しめい

した個人
こじん

で、会議
かいぎ

の運 営
うんえい

にあたる。 

７ 監事
かんじ

は、市民
しみん

会議
かいぎ

の出 納
すいとう

を監査
かんさ

する。 

 （任期
にんき

） 

第
だい

７ 条
じょう

 会 長
かいちょう

、副 会 長
ふくかいちょう

及
およ

び監事
かんじ

の任期
にんき

は２年
ねん

とし、再 任
さいにん

を 妨
さまた

げない。ただし、補欠
ほけつ

により選 任
せんにん

された役 員
やくいん

の任期
にんき

は、前 任 者
ぜんにんしゃ

の残 任
ざんにん

期間
きかん

とする。 

 （会議
かいぎ

） 

第
だい

８ 条
じょう

 市民
しみん

会議
かいぎ

の会議
かいぎ

は、第
だい

２ 条
じょう

の目 的
もくてき

を達 成
たっせい

するための役 員
やくいん

の選 任
せんにん

、事 業
じぎょう

計 画
けいかく

、予算
よさん

決 算
けっさん

等
など

事 業
じぎょう

の推 進
すいしん

について審議
しんぎ

及
およ

び 承 認
しょうにん

、その他
ほか

の会務
かいむ

の 重 要
じゅうよう

事項
じこう

を審議
しんぎ

決 定
けってい

する。 

２ 会議
かいぎ

は、 会 長
かいちょう

が 招 集
しょうしゅう

し、 会 長
かいちょう

がその議 長
ぎちょう

となる。 

３ 会議
かいぎ

は、役 員
やくいん

の半 数
はんすう

以 上
いじょう

が 出 席
しゅっせき

しなければ開
ひら

くことがでない。 

４ 会議
かいぎ

の議決
ぎけつ

は、 出 席 者
しゅっせきしゃ

の過半数
かはんすう

で決
けっ

し、可否
か ひ

同 数
どうすう

のときは、議 長
ぎちょう

の決
けっ

するところによる。 

 （幹事会
かんじかい

） 

第
だい

９ 条
じょう

 市民
しみん

会議
かいぎ

に、第
だい

３ 条
じょう

の事 業
じぎょう

を実施
じっし

するため、幹事会
かんじかい

を置
お

く。 

２ 幹事会
かんじかい

は、 会 長
かいちょう

が指名
しめい

した市民
しみん

をもって組織
そしき

する。 

３ 幹事会
かんじかい

の事 業
じぎょう

の円 滑
えんかつ

な推 進
すいしん

のため、次
つぎ

の役 員
やくいん

を置
お

く。 

(1) 幹事
かんじ

長
ちょう

  １人
ひとり

 

(2) 副幹事
ふくかんじ

長
ちょう

 ２人
ふたり

 

４ 幹事
かんじ

長
ちょう

は、常 務
じょうむ

理事
り じ

が務
つと

め、会務
かいむ

を運 営
うんえい

する。 

５ 副幹事
ふくかんじ

長
ちょう

は、幹事会
かんじかい

において互選
ごせん

とし、幹事
かんじ

長
ちょう

を補佐
ほ さ

し、幹事
かんじ

長
ちょう

に事故
じ こ

があるとき又
また

は幹事
かんじ

長
ちょう

が欠
か

けたときは、その職 務
しょくむ

を代理
だいり

する。 

６ 幹事
かんじ

は、市民
しみん

会議
かいぎ

の事 業
じぎょう

推 進
すいしん

のため、計 画 的
けいかくてき

な企画
きかく

、予算
よさん

等
とう

を作 成
さくせい

するなど、会
かい

の運 営
うんえい

を担 当
たんとう

する。 

７ 幹事会
かんじかい

は、幹事
かんじ

長
ちょう

が 招 集
しょうしゅう

し、幹事
かんじ

長
ちょう

がその議 長
ぎちょう

となる。 

８ 幹事会
かんじかい

は、事 業
じぎょう

推 進
すいしん

のために会
かい

の連 絡
れんらく

調 整
ちょうせい

及び
および

連 携
れんけい

できる団 体
だんたい

等
とう

への 協 力
きょうりょく

要 請
ようせい

を

行
おこな

う。 

９ 幹事会
かんじかい

は、多文化
たぶんか

共 生
きょうせい

と多言語化
たげんごか

の必 要 性
ひつようせい

について調 査
ちょうさ

、 研 究
けんきゅう

を 行
おこな

うとともに、 訪
おとず

れる

人
ひと

のために、おもてなしの 心
こころ

の 醸 成
じょうせい

のための普 及
ふきゅう

及
およ

び啓 発
けいはつ

を 行
おこな

う。 

10 幹事会
かんじかい

は、会議
かいぎ

で議決
ぎけつ

された事項
じこう

以外
いがい

の事 業
じぎょう

を実施
じっし

する場合
ばあい

、会議
かいぎ

に諮
はか

り 承 認
しょうにん

を得
え

た後
ご

、推 進
すいしん

す

るものとする。 

(部会
ぶかい

) 

第
だい

10 条
じょう

 市民
しみん

会議
かいぎ

に第
だい

９ 条
じょう

で定
さだ

める幹事会
かんじかい

の補助
ほじょ

組織
そしき

として部会
ぶかい

を置
お

くことができる。 

２ 部会
ぶかい

は、姉妹
しまい

都市
と し

記念
きねん

行 事
ぎょうじ

等
とう

、幹事会
かんじかい

が特 別
とくべつ

に対 応
たいおう

する必 要
ひつよう

があると判 断
はんだん

する場合
ばあい

に設置
せっち

す

ることができるものとし、部
ぶ

会 員
かいいん

は幹事
かんじ

長
ちょう

が指名
しめい

した市民
しみん

をもって組織
そしき

する。 
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３ 部会
ぶかい

の事 業
じぎょう

の円 滑
えんかつ

な推 進
すいしん

のため、次
つぎ

の役 員
やくいん

を置
お

く。 

(1) 部
ぶ

会 長
かいちょう

 １人
ひとり

 

(2) 副部
ふくぶ

会 長
かいちょう

 ２人
ふたり

 

４ 副部
ふくぶ

会 長
かいちょう

は、部
ぶ

会 長
かいちょう

を補佐
ほ さ

し、部
ぶ

会 長
かいちょう

に事故
じ こ

があるとき又
また

は部
ぶ

会 長
かいちょう

が欠
か

けたときは、その

職 務
しょくむ

を代理
だいり

する。 

（会計） 

第
だい

11 条
じょう

 市民
しみん

会議
かいぎ

の経費
けいひ

は、負担
ふたん

金
きん

、補助
ほじょ

金
きん

、 協 賛
きょうさん

金
きん

及
およ

びその他
ほか

の 収 入
しゅうにゅう

をもって充
あ

てる。 

２ 市民
しみん

会議
かいぎ

の会 計
かいけい

年度
ねんど

は、毎 年
まいとし

４月
がつ

１ 日
ついたち

から翌 年
よくとし

３月
がつ

31日
にち

までとする。 

 （補則
ほそく

） 

第
だい

12 条
じょう

 この会 則
かいそく

に定
さだ

めるもののほか、市民
しみん

会議
かいぎ

の運 営
うんえい

に関
かん

し必 要
ひつよう

な事項
じこう

は、会 長
かいちょう

が会議
かいぎ

に諮
はか

り定
さだ

める。 

   附
ふ

 則
そく

 

 この会 則
かいそく

は、平 成
へいせい

25年
ねん

８月
がつ

26日
にち

から施行
しこう

する。 

 この会 則
かいそく

は、平 成
へいせい

27年
ねん

５月
がつ

14日
か

から施行
しこう

する。(一部
いちぶ

改 正
かいせい

) 

 

 

 

 

  




